
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

妃條 カレン（さきえだ かれん）

エンジェルハィロゥ
エンジェルハィロゥ

レネゲイドビーイングB

36（身体年齢24）

命令

冬眠

解放

技術畑

UGNエージェント

女

38

慕情

0
6
2
0

0
1
0
0

1
0
0
1

1
7
2
1

24
16
16
21
42

1 1
1 1

3
2

UGN 1

12dx+4@7　d10+5
12dx+4@7　d10+12

射撃
射撃
　　

12r+4
12r+4

0

-
-
-

+5
+12

【単体/+レーザーファンで範囲(選択)】光の銃Lv3+天からの眼Lv2+コンセントレイトLv3
【単体】オプティカルレンズLv1→光の銃Lv3+天からの眼Lv2+コンセントレイトLv3

0 0

安定体
先生

姫宮由里香
”エニグマ”八題いち葉

ハツカ
マスター

エージェントスナイパー

信頼
純愛
友情
尽力

連帯感
好奇心
好奇心

不安
疎外感
不快感
不信感
劣等感
憐憫

敵愾心

コネ:研究者
コネ:UGN幹部

2

ワーディング

リザレクト

　コンセントレイト

光の銃

レーザーファン

オプティカルレンズ

天からの眼

ヒューマンズネイバー

オリジン：ミネラル

天使の外套

七色の直感

★

0

3

3

3

2

5

1

1

1

1

-

1d10

2

2

3

3

2

-

2

-

-

オート

気絶時

メジャー

セットアップ

メジャー

マイナー

メ/リ

常時

マイナー

メジャー

メジャー

視界

-

-

至近

-

至近

-

至近

至近

至近

視界

シーン

自身

-

自身

範囲(選択)

自身

-

自身

自身

自身

単体

自動

自動

シンドローム

自動

対決

自動

対決

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

RB

RB

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

クリティカル値を-Lv

射撃武器を作る 攻撃力+[Lv+2]

対象を範囲(選択)に変更　1シナリオにLv回まで

攻撃力に+【感覚】　対象は単体でなければならない。1シーンにLv回まで

組み合わせ　ダイス+Lv個

衝動判定のダイスを+Lv個

シーンの間装甲値+[Lv*2]

変装。見破れるかどうかは<知覚>で対決

感情や病気を読み取る。拒絶する場合は自身の<知覚>と対象の<意志>で対決

エンジェルハィロゥ/レネゲイドビーイング/オリジン：ミネラル/支配型

アールラボに所属するある研究者の「昏睡状態だった妻」に、彼女の指輪の宝石を拠り所として生まれたレネゲイドが憑依した。
（宝石を肉体として持つが支配しているのは妻の身体。昏睡状態の間妻の身体は成長が衰えていたため外見が実年齢より若い。）
自分を目覚めさせ、1人の人間の姿にしてくれた（と思っているが実際には勝手に目覚めて憑依した）研究者に感謝している。
彼に対しては妻同然のつもりで接しており夫として呼んでいたこともあったが、妻への印象が崩れるからやめろと言われてからは先生と呼んでいる。

人間に対する興味は非常に強く、特に食に対する関心が強い。
人として暮らせるようになってからしばらくはアールラボに内密に所属していたが、今は表立ってUGNでの活動ができるようになった。

戦闘方法としては、爪に宝石を露出させその輝きから銃弾を生み出す。
稀に身を護るために肌に宝石を露出させるが、夫の大事にする身体に負担がかかると思っておりあまり好んで使用しない。
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